
　
　
　
凡
　
　
例

一�
、『
兵
庫
県
百
五
十
周
年
記
念
　
兵
庫
県
史
～
こ
の
五
十
年
の
歩
み
』
は
、
兵
庫
県
百
年
史
以
降

の
昭
和
四
十
二
年
か
ら
平
成
三
十
年
ま
で
を
対
象
と
し
、「
序
」「
第
一
編
」「
第
二
編
」「
第
三
編
」

「
第
四
編
」「
結
」
か
ら
な
る
が
、
こ
の
巻
は
第
三
巻
と
し
て
「
第
三
編
」
を
収
め
る
。

一�

、「
第
三
編
」
の
対
象
と
し
た
時
期
は
、
平
成
七
年
か
ら
十
七
年
ま
で
で
あ
る
が
、
叙
述
の
都
合

で
そ
の
前
後
に
及
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一�

、
文
中
の
年
号
は
、
和
暦
を
用
い
、
節
の
初
出
ご
と
に
（
　
　
）
で
西
暦
を
付
記
し
た
。

一�

、
本
文
の
記
述
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
・
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
固
有
名
詞

な
ど
で
常
用
漢
字
以
外
の
漢
字
を
用
い
た
箇
所
も
あ
る
。

一�

、
人
名
や
、
難
読
ま
た
は
誤
読
の
お
そ
れ
の
あ
る
語
句
に
は
、
原
則
と
し
て
章
の
初
出
ご
と
に
振

り
仮
名
を
付
し
た
。

一�

、
人
名
は
、
原
則
と
し
て
敬
称
を
省
略
し
た
。

一�

、
市
町
名
を
旧
名
で
記
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
節
の
初
出
ご
と
に
（
　
　
）
で
発
行
日
現
在
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の
名
称
を
記
し
た
。

一�

、
度
量
衡
は
、
記
述
の
内
容
に
よ
り
尺
貫
法
も
使
用
し
た
。

一�
、
本
文
中
の
写
真・図・表
に
は
そ
れ
ぞ
れ
通
し
番
号
を
付
し
、
出
典
を
（
　
　
）
で
記
し
た
。
図・

表
は
巻
末
に
一
覧
を
掲
げ
た
。

一�

、
本
文
の
叙
述
は
多
く
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
本
書
の
性
格
上
、
典
拠
を
省
略
し
た
。

た
だ
し
、
引
用
し
た
場
合
は
「
　
　
」
で
示
し
、
出
典
を
（
　
　
）
で
記
し
た
。
な
お
、
参
考
に

し
た
主
な
文
献
は
巻
末
に
掲
げ
た
。

一�

、
執
筆
分
担
者
は
巻
末
に
一
覧
で
示
し
た
。

一�

、
史
料
に
基
づ
い
た
本
文
の
叙
述
の
中
に
は
、
不
適
切
で
あ
る
等
の
理
由
に
よ
り
現
在
で
は
用
い

ら
れ
て
い
な
い
用
語
や
、
今
日
の
社
会
通
念
に
よ
る
も
の
と
は
異
な
る
表
現
も
あ
る
が
、
史
実
を

正
確
に
記
録
す
る
観
点
か
ら
、
そ
の
ま
ま
用
い
た
。

�

題
　
字
　
　
　
黒
　
田
　
賢
　
一
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